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意識はグローバル、行動は現実的

伊藤：何をおいても人材ということが大事です

から、初めに最近の学生気質がどういった状況な

のかについてお話しいただけませんか。僕は安保

の時は高校生で「安保世代」ではないのですが、

かなり多くのことに興味もあったし、何かやろう

という情熱もあった。ところが最近の学生さんを

見ていると、そうした面が何となく薄れてきてい

るのではないかと感じています。

白石さんは最近の学生さんについてどのような

感想をお持ちなのか、率直なところをお聞かせ願

えればありがたいのですが。

白石：私が大学の教員になって 15 年経ちます

が、やはり学生さんの変質というか、変わりぶり

というのはもう「本当にそうなの !?」って思うく

らいの状況があります。意識はとてもグローバル

なのですが、行動は極めて現実を受け止めたロー

カル志向です。多くの人が「留学をしたい」と興

味はあるのですが、「ではなぜ留学するの？」、語

学に対する関心、話せたらいいな、ということか

と思って聞いたら、「就職に有利だから」と言う

の です（笑）。

留学は１つのプロセスであって、そこがゴール

ではないと思うのですが……。「海外で働く」こ

とと留学が直結していない気がします。地元志向

がすごく強くて、転勤のある都市銀行よりも地方

銀行がいいとか、親元に帰りたいとか。

伊藤さんの学生時代や私の学生時代は、「頑張れ
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みんなの総活躍で明るい未来を！


